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2022年９月期第２四半期累計期間の業績予想と実績値との差異、 
通期業績予想の修正及び配当予想の修正(増配)に関するお知らせ 

 
  2021年11月12日に公表いたしました2022年９月期第２四半期累計期間の業績予想と本日発表の実

績値との差異及び2022年９月期業績予想の修正について、下記のとおりお知らせいたします。  

また、本日開催の取締役会において、2022 年９月期の期末配当予想を修正することを決議しまし

たので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022 年９月期第２四半期業績予想値と実績値との差異（2021 年 10 月 1 日～2022 年３月 31 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 

１ 株 当 た り 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

2,120 

百万円 

360 

百万円 

350 

百万円 

230 

円 銭 

    25.78 

実績値（Ｂ） 2,303 513 516 350 39.31 

増減額（Ｂ-Ａ） 183 153 166 120  

増減率（％） 8.6 42.5 47.6 52.5  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（2021 年９月期第２四半期） 
1,723 405 398 269 33.64 

（業績予想と実績の差異理由） 

 売上高につきましては、新製品の市場投入、クリスマスなどのギフト需要への施策及び期間限定商

品がヒットしたこと、さらにテレビ CM や北京オリンピックでの当社契約選手の活躍等によりブラン

ド認知度が大きく向上したことから、ホールセール部門、リテール部門、イーコマース部門の全ての

販売チャネルにおいて好調に推移し、前回公表数値を上回る結果となりました。 

また損益面につきましては、増収効果及び徹底したコスト管理に努めた結果、営業利益、経常利益

及び四半期純利益はいずれも前回公表数値を上回り、上期としては過去最高の売上・利益を達成する

ことができました。 

  



２．2022 年９月期通期業績予想の修正（2021 年 10 月１日～2022 年９月 30 日） 

 
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

4,170 

百万円 

750 

百万円 

740 

百万円 

480 

円 銭 

    53.80 

今回修正予想（Ｂ） 4,360 910 910 610 68.37 

増減額（Ｂ-Ａ） 190 160 170 130  

増減率（％） 4.6 21.3 23.0 27.1  

（ご参考）前期実績 

（2021 年９月期） 
3,752 646 629 420 51.34 

（修正の理由） 

通期業績予想につきましては、当第２四半期の業績が前回公表数値を上回ったものの、引き続き新

型コロナウイルス感染症の影響やウクライナ情勢、資源価格の高騰など、依然先行き不透明であるこ

とから、これらの影響を一定程度織り込み、通期業績予想の修正を行うものであります。 

 

（注）上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。修正が必要となった場合は

速やかに公表いたします。 

 

３．配当予想の修正 

2022 年９月期期末配当予想の修正 

 年間配当金 

第２四半期末 期末 合計 

前回発表予想 

（2021 年 11 月 12 日） 

円 銭 円 銭 円 銭 

 14.00 14.00 

今回修正予想  16.00 16.00 

当期実績 0.00   

（ご参考）前期実績 

（2021 年９月期） 
0.00 12.00 12.00 

（修正の理由） 

 当社は、企業価値の継続的向上を図るとともに、株主還元を経営上の重要課題と位置付けており、

業績の推移、財務状況及び投資資金の必要性等を考慮し、内部留保とのバランスを図りながら安定的

かつ継続的な配当を基本方針としております。 

 上記の方針及び業績予想の修正等を勘案し、2022 年９月期の期末配当金につきましては、２円増配

し、１株当たり 16 円に予想を修正いたします。 

 

以 上 


